
２０２４年度 第６１回全関東ライフル射撃選手権大会（Ｇ３）実施要項 （案） 

 

１．主  催  関東ブロックライフル射撃連盟 

２．後  援  公益社団法人日本ライフル射撃協会 

３．主  管  山梨県ライフル射撃協会 

４．期  日  ２０２４年８月１６日（金）公式練習・代表者会議・開会式 

８月１７日（土）～１８日（日）競技・閉会式 

５．会  場  埼玉県長瀞射撃場 

埼玉県秩父郡長瀞町大字野上下郷２３９５－１ 

６．競技種目および参加制限（案） 

種 別 種  目 予定人数 
ブロック予選の有無 

（通過人数） 

成年男子 

ＦＲ３Ｐ ３０名 ○ ５ 

ＦＲ６０ＰＲ ３０名 ○ ４ 

ＡＲ６０ ４０名 ○ ４ 

ＡＰ６０ ３０名 ○ ５ 

成年女子 

Ｒ３Ｐ ３０名 ○ ４ 

Ｒ６０ＰＲ ３０名   

ＡＲ６０Ｗ ４０名  （Ｓ） 

ＡＰ６０Ｗ ２０名 ○ ５ 

少年男子 

ＡＲ６０Ｊ ４０名 ○ ４ 

ＢＲ６０Ｊ ３０名  （Ｓ） 

ＢＰ６０Ｊ ３０名 ○ ３ 

少年女子 

ＡＲ６０ＷＪ ４０名 ○ ４ 

ＢＲ６０ＷＪ ３０名 ○ ４ 

ＢＰ６０ＷＪ ３０名 ○ ２ 

※１人１日１種目まで（国体関東ブロック大会を含める） 

※各種目とも定員を超えた場合は抽選にて決定する。（申込書に優先順位を記入する） 

７．競技日程（案） 

８月１６日（金） 

公式練習  
ライフル会場 ９：００～１６：００ 

ＢＲ会場 １１：３０～１６：００  

銃器服装検査  １３：００～１６：００ 

役員会議・代表者会議 

開会式  

１６：３０～１７：３０ 

１７：３０～ 

８月１７日（土） 

銃器服装検査  ８：００～１６：００ 

ＦＲ３Ｐ 

Ｒ３Ｐ 

１射群  ９：００～１０：３０ 

２射群 １１：３０～１３：００ 

３射群 １４：００～１５：３０ 

ＡＰ６０ 

ＡＰ６０Ｗ 

１射群  ９：００～１０：１５ 

２射群 １１：００～１２：１５ 



ＡＲ６０Ｊ 
３射群 １３：００～１４：１５ 

４射群 １５：００～１６：１５ 

ＢＲ６０ＷＪ 

１射群  ９：００～ ９：４５ 

２射群 １０：２５～１１：１０ 

３射群 １１：５０～１２：３５ 

ＢＲ６０Ｊ 

１射群 １３：１５～１４：００ 

２射群 １４：４０～１５：２５ 

３射群 １６：０５～１６：５０ 

８月１８日（日） 

銃器服装検査 ８：００～１６：００ 

ＦＲ６０ＰＲ  

Ｒ６０ＰＲ 

１射群  ９：００～ ９：５０ 

２射群 １０：３０～１１：２０ 

ＡＲ６０ 

ＡＲ６０Ｗ 

ＡＲ６０ＷＪ 

１射群  ９：００～１０：１５ 

２射群 １０：５０～１２：０５ 

３射群 １３：００～１４：１５ 

ＢＰ６０Ｊ 

ＢＰ６０ＷＪ 

１射群  ８：３０～ ９：１５ 

２射群  ９：５５～１０：４０ 

３射群 １１：２０～１２：０５ 

４射群 １２：４５～１３：３０ 

５射群 １４：１０～１４：５５ 

 

７．競技規則  公益社団法人日本ライフル射撃協会公式競技規則を適用する。 

但し、各種目ともファイナル競技は実施しない。 

８．使用標的  ５０ｍ種目、１０ｍ種目とも公式電子標的 

ＢＲ種目、公式１０ｍＢＲ射撃競技規則による標的 

ＢＰ種目、公式１０ｍＢＰ射撃競技規則による標的 

９．参加資格  公益社団法人日本ライフル射撃協会２０２４年度会員で、所属する都県ライフル射撃協会会

長の推薦するもの。 

１０．表 彰  １位 選手権証、メダル  ２～３位 賞状、メダル ４～６位 賞状 

但し、参加者が１０名に満たない種目については１～３位まで。６人に満たない種目は１位

のみ表彰とし、ともに選手権証の授与は行わない。 

１１．参加料  ５０ｍ種目 ９，５００円 

ＡＲ・ＡＰ成年種目 ５，５００円 

ＡＲ少年種目 ５，０００円 

ＢＲ・ＢＰ少年種目 ３，０００円 

※公式練習の射場使用料は各自自己負担となります。 

１２．参加申込 各県加盟団体で参加希望者を取りまとめ、参加料を振り込みの上、７月１９日（金）までに

下記申込先へメールまたは郵送にて申し込むこと。 

１４．宿泊・昼食 宿泊、弁当については各自手配すること。 

１５．銃器・弾薬 銃器・弾薬については各自携行のこと、運搬･携帯･保管については、特に留意すること。 

また、銃砲所持許可証(省庁銃に関しては、所持許可証のかわりに所属長の発行する携帯

証明書)、火薬譲受け許可証、日ラ会員証、射手手帳は、必ず携行し提示すること。 



１６．その他 

（１）参加選手のゼッケンは各自用意すること。 

（２）左利き射手については、申込書の備考欄に明記して下さい。 

（３）暴発等により電子標的等に故障が生じた場合は、射手の弁償対象となる場合もありますので注意するこ

と。 

（４）各加盟団体の責任者は、本要項を参加者に周知徹底させること。 

（５）感染症の感染拡大防止に努めること。 

 

 


